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はじめに

「地球の年齢を 1年間K圧縮してみると…J，よく使

われるたとえである。乙のスケールで考えると，人類が

ようやく発達しだすのは，その年の終る 2，3時間ばかり

前κすぎない。キリストの誕生はわずか 14秒前，そし
て最後の l秒間IL，ヒトという生物の集団は爆発的な大

繁殖をみせ，その生物集団は自分遥の繁栄のために，過

去45億年にわたって形成されて来た地球の自然環境を

猛烈にくい荒らすのである。

乙んな急激な増殖と地球環境の改変を行なった生物は，

過去にはなかったであろう。もしあったとしたら，その

生物は自らのもたらす環境改変や資源欠亡のために，自

滅の途をたどって行ったはずである。

ヒトは， r万物の霊長であるJと自称し，その知恵と，
知恵の生んだ道具によって，地球上に君臨できると考え

ている。しかし， r才子才IC溺れるJの兆しはすでに明
らかになりつつあるようである。知恵があるなら，知恵

があるなりに，自滅の途を回避する努力が，何物にも先

がけでなされねばなるまい。

密度効果の生態学

いくつかの同じ大き志の鉢IL，同じ土を同じ量入れ，

数を違えて同じ植物のタネを播き，同じ環境条件で育て

たとする。ある期聞をおいた後，植物の育ち万を調べて

みると，タネを少なく播いた鉢，つまり植物の生育本数

が少ない鉢の方が，生育本数の多い鉢よりも，植物 l本

あたりの平均重量は大きくなっている@逆にいえば，生

育密度の高い方が，植物個体平均重量は小さいのである。

乙れが，密度効果と呼ばれる現象であり，植物個体相互

聞の競争の結果にほかならない。

競争は，複数の生物個体の栄養・空間・光など共通の

生活必需物に対する要求量が，供給量を上まわるときに

生ずる現象であり，生物個体に悪影響を与えるのがふつ

うである。共通資源や共通空間の奪いあいであるから，
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種類の違うものの間より，同種個体同志間で，またその

生育密度が高いほど競争は激しくなる。

同じ種類の植物が集団をなして生育するのは，仲が良

さそうκ見え，互に利益になりあっているよう K思える
が，植物個体相互聞はじつは競争の世界，兄弟血で血を

洗うがごとき競争激烈な世界なのである@密度の高い万

が個体あたりの平均重量が大きいというような，逆の現
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生育歯車(本/ho)

アカマツ林でみられた密度効果と自然同日I(対数軸)。それ

ぞれの年数で密度効果(実線)が成り立つ。それぞれの密度

から出発したアカマツ林は自然間引(点線)で本数を減じな

がら生育 L，最多密度限界は越えない。ム印の18年はここで

人為的な間引きが行なわれた。(只木他， 1979) 

さらK生育が進んで個体の大きさが増すにつれて，相

対的IC生育密度は高くなって行くわけであるから，密度

の高い鉢からは競争に負けて枯れて行くものが生じ，そ

の数はどんどん増加して行く。そして，その経過にとも

なって，生き残った植物 l個体あたりの平均重量と鉢の

中の生育密度との聞にはきれいな関係がみられ，さらに

生育が進んで平均重量が大きくなるにつれて，その関係

に従って植物はつぎつぎと枯れて生育密度は減って行く。

ζれが自然間引きと呼ばれる現象である。

自然間引きでは，劣勢の小個体から順K枯れて行くの
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が原則である。生育が進むと個体聞にはおのずから優劣

を生じるものであるが，少しでも劣位となった個体は，

その上に葉を拡げた優位個体に光を奪われるなど，より

劣勢となり，優劣差はますます大きくなっていくのであ

る。

ときKは自然間引きが起乙らない場合もある。厳選さ

れた作物品種集団のような個体聞に優劣差が生じにくい

場合がそれである。個体問K優劣がなく，自然間引きが

起ζ らなければ，生育が進んで必需物が不足するにつれ

て，すべての個体の生育が一様に衰えてしまう乙とにな

る。そしてある時，何かのきっかけで，全個体が一度l乙

全滅してしまうのである。 ζれは共倒れといわれる現象

であり，自然群落でも時折みる乙とができる。

自然状態では，大風や大雪といったととが共倒れのき

っかけとなる乙とが多い。乙のようなすべて平等の共存

共衰そして全滅の現象Kくらべて，自然間引きの弱肉強

食の競争社会は，厳しく苛酷には見えるものの，共倒れ

の全滅を回避し，その群落の維持，ひいてはその種の存

続のためKは必要な乙となのである。

人類のみに共存共栄は許されるか

乙のような自然界のルールK対して，ヒトという生物

の集団もまた例外たりえないはずである。古い時代l乙は，

食糧などの必需物を奪いあう斗争や戦争という直接的な

競争，飢僅や災害，疫病の蔓延などlζよって，一種の間

引きが行われ，その人口密度の急増κ歯止めがかけられ
てきた。しかし，ヒトは知恵をもっていた。その知恵は，

ヒトという生物の集団を自然界の法則外κ処すべく，そ
してヒ卜はいわゆる生物とは違う、人類'であるべくつ

いやされて来たのであった。

人類は共存共栄すべきであり，人間同志の戦争は起と

さない，というのは，現在および将来の大原則である。

それに医学の発達は疫病蔓延をくい止められるようにな

った。しかし，密度減少のない，いや密度増加の状態の

なかで共存を続けて行くならば，その行方には共倒れと

いう生物界の原則が待っているのである。

その原則をどう乗り越えるのか，人類の英知は乙乙lζ

結集主れねばならないであろう。それと同時κ，人間性
を十分に尊重した方法で、の，人口減少をはからねばなら

ない乙とはいうまでもない。それには増殖率を低下させ，

時闘をかけて人口自然、減をはかる以外に道はないであろ

フ。

かつて，人口問題は世界の国々で自国内の乙ととして

扱われ，かつ人口が多いζとは国力繁栄を象徴するもの

ですらあった。人口増によってその園内資源に不足する

物資は，他国からの輸入，あるいは植民地開発といった

万法で勘定をあわせて来た。そしてそ乙 11:は，国聞の抗

争を生んで来たのであった。

地球上の人口が 40億人を超え，やがて 21世紀には

60億人の時代が予測されている。現在においては，も

はや国単位で人口問題を扱う域を越えている。いままで，

各国を一つの鉢とみていた人口密度論は，地球全体を一

つの鉢として考えざるをえない時κ至ったといえよう。
限られた必需物資量κ対して，それを要求する生物個
体数が多いほど競争は激しくなる。もし，それが平等lζ

分け与えられるとしたら，全滅の危険が待ちうけている。

乙の競争と密度の原則を地球レベルで考えるとき，もっ

ともわかりやすい例は人口と食糧との関係であろう。

森林木材資源

限られた必需物資というものを，森林資源という目で

眺めるとき，食糧とは少し違った問題がそ乙にある乙と

に気付く。

森林資源というとき，誰しもまず思い浮かべるのは木

材資源の乙とであろう。

FAOのまとめκよれば， 1978年の全世界の木材生
産量は約26億m'であるという。ちなみに，わが国が年

間K使用する木材はζのうち l億m'あまり，園内の木材

生産量は 3，300万dほどに過ぎないから，木材使用量の

2/3は海外からの輸入Kたよっているのである。

さて，年間 26億dの木材はなるほど莫大な量である

けれども，もし乙の量を全世界の森林からまんべんなく

採るとしたら，それは 1haから 0.5m'ずっという程度で

あって，計算上はたいした量ではない。乙れくらいなら，

森林には十分供給能力があり，また採られたあともすぐ

に回復可能だからである。

しかし問題は，その収穫量が決してまんべんなく採ら

れるわけではなく，ある地域l乙偏して集中すると乙ろに

ある。そとでは，森林破壊が進行する危険があるからで

ある。林業という産業では，森林を伐採収穫したあとを，

人工にしろ天然にしろ，すぐに更新するととが原則であ

る。つまり，伐採跡地はすぐに森林K回復させるのが当

然なのであるが，更新はつねに成功するとはかぎらない

から，集中的に伐採が進行したところでは，荒地を生む

危険性も大きいといわねばならないのである。

全世界の木材収穫量のなかで注目しなければならない

のは，その 47%，約 12億m'ILも及ぶ莫大な量が燃料

用であるという点である。わが国lとおいても，つい2，30

年前までは薪炭としての木材使用量は多く，薪炭は家庭

用燃料エネルギーの主流をなしていた。現在，わが国の

木材使用量のうち，薪炭の占める比率はわずかし6%程

度であって，わが国の乙の現状からは，世界の木材消費

の半分に近い量が燃料としてである ζ とは，想像もでき

ないであろう。
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表一 1 主要国の木材生産量(1 979年 FAO)

国 名 年間木材生産量 用材比薪炭材比

フインフンド 37，250千d 89.0% 11. 0 % 

フランス 30，339 9 O. 8 9.2 

西ドイツ 27，365 93.4 6.6 

ノjレウエー 8，242 94.5 5. 5 

スエーデン 47，070 93.6 6.4 

カナダ 156，139 97.6 2.4 

アメリカ合衆国 338，436 95.8 4.2 

ブラジル 160，464 25.5 74.5 

インド 137，498 9.7 9 0.3 

インドネシア 147，723 2 0.3 79.7 

フィリッピン 34，345 28.7 71.3 

マレーシア 38，449 84.8 1 5.2 

オーストラリア 15，069 93.4 6. 6 

ソ連 361，400 78.5 21.5 

日本 32，659 98.4 1.6 

世界総計 2，601， 768 53.2 46.8 

1982年版林業手帳κよる。各国の木材使用量ではな
い点に注意。

その燃料材使用が，いわゆる発展途上国に集中してい

る点には注目する必要がある。全木材生産量中κ占める
燃料材の比率の大きい国を表一 lから拾うと，インド90，

インドネシア 80，ブラジル75，フィリピン 70%

と驚くべき数値がみられるのである。

とれらの国々はまた，人口増加の著しい国々で色ある。

今後の人口増にともなう生活燃料増加を考えると，燃料

革命が進むとはしても， ζれらの数字は当分の間，そう

簡単には低下する ζ とはなく，むしろ増加する可能性が

大きいのである。

1980年κ公表されたアメリカ環境問題諮問委員会・
国務省編の、西暦2，000年の地球'レポートでは，つぎ

のように予測されている。 2，000年Ir.63億人を

越える地球人口の，その人口増の 90%が貧しい発展途

上国で起ζ る。現在でも圧倒的な比率を占める燃料とし

ての木材消費量は，人口増lとともなってますます多くな

って，タキギ集めは大きな仕事となり，現在の森林の40

%までがハゲ山になってしまうであろう。

乙とはそれだけではない。すでに発展途上国では森林

をつぎつぎと壊して農地化が進んでいる。

かつて盛んであった焼畑農業は，森林を焼き払って農

地K変え，森林が永年かかって蓄えてきた地力を利用し

て農業生産をあげ，地力が衰えるとその場所を放棄し，

新しい森林を焼き払って農地を移す，という方式であっ

た。それが小規模であった頃には，放棄された農地跡も

条件が良ければやがて森林状態K回復し，問題を起ζす

としてもそれは限られた場合であった。

現在の森林開発農地化は，機械力を駆使した大規模な

ものとなっている。立派な農地を生んだ成功例のかげに

は，森林を広大な不毛の地に変えるにすぎなかった失敗

例も多数κ及」にのである。

ζ うした発展途上国κ多い大規模な森林破壊は，たん
κ木材という資源を地球上から減少当せ，人間 l人あた
りの木材資源量を減らせている乙とを意味するだけなの

だろうか。じつは乙乙に，たんなる人口増と資源という

問題だけでなく，人間の生活環境というもう一つの大き

な問題が浮ぴ上ってくるのであるu

森林と人口・環境の問題を，地球レベルで考えてみよ

う。それにあたっては，人口との関連性を直接的に扱う

よりは，森林が地球環境の保全に果している役割りをま

ず理解する ζとが早道であろう o

森林と土と水

森林が人聞にとっての環境を保全してくれる働きは多

いが，地球的あるいはかなりの広域の問題として扱われ

る場合，その土保全，水保全の働きはまず自につくもの

であろう。 ζの問題については，他に多くのすぐれた解

説があるから，乙 ζでは，つぎの指摘をするKとどめて

おとう。

地球表面を薄くおおう土壌層は，非常な長年月をかけ

て無機的な自然と生物とが協力して作って来たものであ

る。土の原材料としての地質鉱物， ζれを風化・粘土化

・化学変化させる気候，鉱物質を移動堆積させる地形，

有機物を供給し土を熟成させる生物，そしてそれらの作

用K必要な時間，土はζれら五つの要素の協力の産物な

のである。

地表をおおう土の層は薄い。しかし，光合成を除く多

くの生物的活動がその層内で行なわれ，そのうちでも分

解作用はとくに重要な生物活動である。陸上の植物は，

ζの薄い層のなかに根を張り，その層Ir.保持されている

養分と水とにたよって生活している。そして自らの繁栄

のみならず，他の生物Ir.食糧とエネルギーを供給し続け

る一方で，さらに良い土壌を生成すべく，土壌に有機物

を供給し続けるのである。

土壌を生成していく環境として，森林は最高のもので

ある。それ自体，適度な水分条件や気象条件を保ち，絶

えず有機物を供給し，土壌生成K力を尽す動物・微生物

を多量K養いうるからである。

豊かな森林の存在は，その下に肥沃でよく構造の発達

した土壌を生み，そこK水をよく浸透させ，よく貯留す

る水保全の能力を育てる。森林からは絶えず豊かな水と

養分が送り出され，土砂を流し出さず，洪水・渇水を起
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ζ さない。森林のその力は，下流域κ豊かな土の恵みを
約束し，その土の生産力が人間の生活とその発展を支え

て来た。かつての文明が，その繁栄を支えていた森林を

失うと衰退して，不毛の地を残した乙とはよく指摘され

ると ζろである。 、文明の前』ζは森林があり，文明のあ

とには砂漠が残る。(シャトーブリアン)とか。

乙の乙とは，わが国においても森林の酷使と破壊が荒

廃地を生み，洪水や山くずれなどの災害を招いた数々の

例からも，容易Kうなずけると ζろであろう。

いまは不毛の地としか見えないシルクロードの荒漠た

る砂漠地帯にも，かつて森林を擁した時代Kはけんらん

たる文明の華が開いていた。胡楊樹の枯立する姿は，そ

の残映として痛々しい。それはもはや，備朽していく力

さえ失っているのである、。

森林を失うととが水と士とに与える影響κついては，
いま少し重視されるべきであろう。いま，パワーショベ

ルが持ち上げた lすくいの土も，伺万年lともわたる自然

の生成品，そしてそれは，人の力では造り出しえないも

のである ζとを，われわれはもっと考えねばならない。

森林と気候環境

森林が気候K与える影響についても，かなり古くから

論じられてきた。森林と裸地とをくらべると，平均気温

κはあまり差はないものの，森林では最高気温が低く，
最低気温が高いおだやかな気温条件と，平均的に数%高

い湿度条件，そして風の少ない状態などを造り出すとと

が知られている。ただし，一つの森林があっても，それ

が造り出す気候が直接的に外周κ及ぶ範囲は，せいぜい
その森林の樹木の高さK相当する距離ぐらいにすぎない

のである。

ζれだけをみれば，森林が気候を和らげる作用はそん

なκ大きいとは思えない。しかし森林では蒸散，すなわ
ち植物体内を水が通過して大気中に放散8れる作用が絶

えず行なわれている。蒸散作用は，陸上植物が生活する

ためK不可欠の作用であるが，森林でζの作用に消費さ

れる蒸発熱の量は相当大きいと見積られており，蒸散作

用の激しい夏季には，その土地K到達して森林κ吸収さ
れる太陽熱量の 70"10にも及ぶといわれるほどである。

もし森林がなければ，乙の莫大な熱量が地面を熱する ζ

とになる。砂漠地帯の高温がζれである。広く森林が連

らなる地帯では， ζの熱量が地表面を熱する乙となく，

水蒸気とともに高く大気中へ戻されているわけで，地表

面の高温化を防ぎ，広域的な気候緩和のためle，森林が

貢献している度合いは大きい。

ζれは，一般にはあまり気付かれていない森林の恩恵

である。森林豊かな地域では，現在のその地の気候は当

然、のものであって，それに森林が関与しているとは実感

として自上められてはいな川わが国の気候が一般に温和で

あるととは，島国であるという条件に加えて，国土の3

分の2を占める森林の影響をうけている ζとも関係する

であろう。

局地的な場面では都市の高温化の問題がある。その原

因を，都市自体の各種排熱以外1<:，都市内およびその周

辺K森林緑地の少ない乙とにも求めねばならないであろ

う。事実，都市内の緑地率の高い地区ほど，夏季の気温

が低くなる傾向がある ζとも報告されている。

ただし，前述のとおり，森林の気候緩和の効果は局地

的なー森林で期待できる ζ とではなしやはりかなりの

広さの森林をもっ地域の，大気候的な問題として意味を

もつものである。との意味で，グローパルな問題として

の森林の存在意義を，乙の点から色認識しなおす必要が

あろう。

森林と地球上の炭素循環

地球上の炭素の循環を通じた，森林の地球環境に与え

る影響についてもよく論じられる。

瑚littakerの推定によれば，地球上K現存する植物の

量一植物現存量，最近はやりの言葉でいえばバイオマス

は約l兆 8，400億トン(乾重，以下同じ)であるが，

その 99.8"10までが陸上にあり， 90"10 1兆6，500億トン

が森林の現存量であるという。

表-2 地球上の植物現存量と純生産量

(Whittaker 1975から一部改変)

面積現存量純生産量
億ha 億トン 億トン l年

多雨林 1 7.0 7，650 374 

雨緑林 7.5 2，600 120 

暖温帯常緑林 5. 0 1， 750 65 

夏緑林 7.0 2，100 84 

亜寒帯林 12.0 2，400 96 

森林計 48.5 1 6， 500 739 

疎林・低木地 8.5 500 60 

サバンナ 1 5.0 600 135 

草原 9.0 140 54 

ツンドラ 8.0 50 11 

砂漠 18.0 130 16 

氷雪・岩石地 24.0 5 

農耕地 14.0 1 40 91 

湿原・湖・川 4.0 301 45 

全陸地計 149 1 8， 366 1， 152 

海洋 361 39 550 

全地球計 5 1 0 1 8， 4 0 5 1，702 

-67-



永年植物であり，幹という生産物蓄積器官を持つ樹木

の集団としての森林の現存量が，草や海草，植物プラン

クトンなどの集団の現存量より桁はずれに大きいのは当

然である。しかし，森林の地球上κ占める面積48億5，000
万haは，陸地面積の 3分の 1，全地球表面積のわずか10

分の l弱であるととを考えると，その狭い面積の中l乙地

球上の植物現存量のほとんどが詰め込まれている ζとは，

非常に特徴的であるといわねばならない。そして乙のζ

とは，森林が地球上の炭素循環に大きく関与している乙

とを示唆するのである。

植物体を構成する元素のなかで，もっとも基本的なも

のは炭素であり，植物体の乾重量の約半分巻占めると考

えてよい。とすると，全地球上の森林の現存量は 8，000

億トンの炭素量とみなす乙とができる。乙れに加えて，

森林の土壌には絶えず落葉などの枯死物が供給されてい

るから，森林の土壌表面や土壌中には腐植などの有機炭

素が大量に集積されている。寒冷地方の森林ほど有機物

の分解は遅いから，その集積量は多くなるが，熱帯から

亜寒帯まで平均して，森林には生きている植物現存量の

6割から 7割ぐらいの土壌有機炭素の集積が見積られる

という。したがって，乙れらを合算すると，地球上の全

森林には l兆4，000億トン程の炭素が存在する計算Kな

る。

大気中には，体積にして 0.03%の2酸化炭素 (C02)

が含まれているが，その全炭素量は約 7，000億トンと

いわれるo森林には，大気中の量の倍ILあたる炭素が貯

留されているわけである。

将来が心配されてはいるものの，地中l乙埋蔵されてい

る石油石炭の量は莫大である。人闘が実際l己採取する乙

とが困難な状態のものが全体の 7割を占めるといわれる

が，それらの全埋蔵炭素量は約 10兆トンと推定されて

いる。現在，森林に貯留されている炭素量は，じつl乙乙

の地中埋蔵量の 14%にもあたる巨大な量なのである。

きて，大気中の倍もの量の炭素を貯留している森林，

それはどんな意味をもっているのであろうか。

もし，地球上の森林の半分を無くしたとする。そして，

その有機物が燃えたり脅朽したりして.ζれまで森林11:

貯留されていた炭素が解放され，大気中へかえって行く

としたら，大気中のC02濃度は現在の倍にまで上昇する

勘定であるo

現在，農業用地をはじめ種々の開発，あるいは燃料採

取などによって，森林は急激に減少し，森林の破壊・消

滅は地球的規模で進行している。地球上での森林消滅速

度は分聞に 10haのスピードTごとさえいわれるほど

である。

森林の消滅は，たんに地上から樹木の集団が消えて行

く現象，ただそれだけではない。森林に乙れまで貯留さ
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れていた炭素が，その行き先を作ってやらないかぎり，

大気中に戻ってしまう ζ とを意味するのである。

森林を農地や草地に転換し，見た目κは緑IL覆れた場
所として利用するとする。なるほど緑の総量としては大

して変化はないが，植物現存量Kは大きな違いがあり，

その炭素貯留量は桁ちがいに小さくなるのである。その

分だけ大気のCO2量に影響が及ぶ乙とを見落してはなら

ない。

いっぱう，人間活動Kともなう化石燃料消費量は，現

在年 2%の割合で増加しているといわれ，それlとともな

って大気中のCO2濃度は上昇しつづけている。 19世紀

末からは確実に l割は増加して，現在はその濃度 330

ppmのレベルにあるが，現在の濃度上昇は年11:1 ppm 

の割だという。

乙のC02濃度上昇率は，ハワイのマウナ・ロア山で

の連続観測によって有名であるが，ハワイと同じ濃度が

2年ほど遅れて南極でも観測されるという。地球上の大

気がごく短期間で入れ混じる ζ とを示唆する乙の事実は，

、地球は一つ'の感をますます強く抱かしめる。

森林の破壊と化石燃料消費が，人口増加につれて乙の

まま増えつづけるとすれば，前述の、西暦 2，000年の地

球'レポートは. 21世紀の中ごろには大気中のCO2濃

度は現在の倍κ達すると推測している。
大気中のCO2は，入射してくる太陽熱に対してはほと

んど素通しの状態であるが，地表からの放熱を妨げる性

質をもっている。したがって，大気中のCO2濃度の上昇

は，地球全体が温室に入ったような効果をもたらして，

C02濃度が倍になると地球の中緯度地帯で2-3"C.極

地では 5-10"Cも気温が上昇するという。そのため，

極地の氷が溶けて海水面が上昇し，沿岸地域が水没する

乙とが憂慮されるほどである。大都市をはじめ，工業地

帯，農業地帯など人間活動の集中しているのが，海Iζ近

い地域である ζとを考えると， ζの予測は重大である。

また，気温上昇にもとづく地球上の気候変化は，例えば

雨の降り方K影響を及ぼして，東ヨーロッパやアメリカ

などの穀倉地帯に降水量不足を招く ζとが予想主れるな

ど，想像を絶するほどの影響を現代の人聞社会K与える

のではないだろうか。

とζろで，植物の光合成能力つまり大気中の炭素を固

定する能力には，現在のC02濃度 330ppmのレベルで

はまだ十分に余裕があり.C02濃度上昇κともなって光
合成能力は比例的に増大することが知られている。つま

り，大気中のCO2が増えれば，植物はそれを引下げるよ

うに働いてくれるのである。

表-211:あわせて示したように.Whittakerの推定に

よれば，現在地球上で実際に植物体として生産される量

(純生産量)は，年間 L700億トンという。その 3分の



2が陸地で，そして地球上の全植物純生産量の 43%に

あたる 740億トンが森林での生産なのである。地球表面

積に占める比率が9.5%にすぎないととを考えれば，現

存量のときほどの極端8はないとしても，森林の生産力

が大きい乙とと面積あたりの生産効率が良いととがわか

るであろう。とすれば，大気のC02濃度が高まるときH:， 

それを引き下げる最大の役割を受けもつものは，やはり

森林という ζとになるであろう。

乙のように，森林が地球上の炭素循環に貢献している

度合は大きい。それは，地球上の炭素貯蔵庫としての役

目と，大気のC02濃度自動調節器としての役目を兼ねそ

なえているのである。

いま無定見に森林を破壊するととは，たんに森林が貯

留する炭素を大気中へと戻すのみならず，いよいよ必要

となったときに自動調節器を失っている ζとにもなるの

である。森林を失うととが，地球上の炭素の循環を狂わ

せ，それζそ人間生活環境κ大混乱を招く ζとKつなが
る可能性は大きい。すでICその徴候は明らかになりつつ

ある。

おわりに

地球の将来Kついてはいろいろな推測がある。それら

の推測は，数値はちがっていても，例外なく確実K地球

上の人口が急増し，それにともなう悪影響がいろいろな

かたちで現れてくる ζとを予測している。

今後の人口増加が，森林の破壊をますます進めていく

であろうことは誰もが予想するととろである。それは過

去の歴史的経過のなかで，人間文化の拡大K対して，森

林が実はその発展を支えるものであった ζとは認識され

ず，森林は図体ばかり大きな邪魔物として扱われ，せい

せ'い材木を採るところという程度にしか理解されていな

かった乙とが，今後も尾をヨ|く可能性が強いからである。

わが国を含めて，森林を持つ固に住む人々は，森林の

存在を当然のものと思い込んでいる。彼等にとって森林

とは空気のような存在なのである。ただし，空気のよう

な存在とは，じつは深い意味を持つ言葉である。それは，

普段は有ってあたりまえで特別に関心はない，が，もし

それが無くなったならば，という意味である。

森林の存在が広く地球全体の環境κ及ぼしている影響
が，徐々にではあっても明らか』乙なりつつある今日，森林は

その森林を持つ国々の人達だけのものではない。森林は

地球全体のもの，なのである。地球上K住む 40億人の

人達の共有物なのである。乙のへんで，地球の環境のパ

ックボーンともいうべき森林の重要性を，地球レベルで

真剣に検討し，再認識する必要があるのではないだろう

か。

地球全体の共有物であるとすると，森林を守り，育て，

最良の状態K維持するととは，森林を持つ国々に住む人

達の，地球全体Ir.対する責任であり，義務である，とい

うととができょう。

森林を壊すととは一瞬である。しかし森林を創り出す

には長い時聞が必要である。目先の利益や，自分達の都

合だけで森林を安易に壊してしまったあとで，その重要

性K気付いても，もう手遅れなのである。
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